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2月 14日 午後、浪切ホールにて米山記念

奨学会か らの奨学金を受けた主にアジア

国からの留学生との交流会が開かれました。

この交流会の参加者の出身国は中国、韓国、

台湾、バングラデシュ、ベ トナム、マレーシア、

内モンゴルです。午前中、修了式を済ませて、

引き続き交流会に参カロして下さしヽま した。

日本側からは□―タリークラブの会員の方、

和泉高校生、コーラスグループのメンパー、

次の日開かれた国際マラソン

の関係者の方々及び親善協会

会員計 105名 です。それぞれ

各テーブルに分かれ協会員を

中心に座を進めま した。テー

ブルの上に|よ各国の郷土のお

菓子がところ狭 しと並べられ、

自己紹介に始まり和気議々と

時間はアッという間に過ぎて

いきま した。会話が盛 り上が

つた頃、台湾の皆様による合唱、

各テーブルからの報告と続き

ます。始めは、どれだけ日本語

だけでコミュニケーションが

とれるかなと

多少心配 して

いたのですが、

全くの杞憂に

終わ りました。私のテーブルについた中国

の男性はアクセン トを全く感 じさせす、も

し知 らなしヽで話 していたら日本人と信 じ

ていたことで しょう。専門分野の学習に加

えての日本語習得ですから彼の努力は並

大抵のもので|よなかったと

推察いたします。

今回このような交流がも

たれたのは初めてとのこと

ですが、いろいろな機会 に

直接各国の方々とface to

face の 機会を持てれば、

国際理解も深まることで し

ょう。

なお私にとりま して、今

回思いがけない出来事があ

りま した。大阪の国際交流

センター(アイ八ウス)で日

本語クラスのボランティア

||ず 千
を しておりました際、クラスに参加 してお

られた中国か らの女性 と久々の再会があ

つたのです。このような出会いがあります

と本当にうれ しいものです。「ボランティ

アやっててよかったなあ」と改めて思いま

した。世間は狭いといいますが実感いた し

ました。今回参加されました皆様といつか

どこかでまたお会いできればと願 つてお

ります。

最後に、米山記念奨学会につきましては、

今回私は初めて知 つたのですが、HPに 詳

しい情報があ りますのでそち らをこ覧 く

ださい。 (福島綾子)

※今回の国際交流サロン|よ、日―タリー

クラブ全面協力のもと実現しました。

▲ あいきつをする信貴会長


